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近年のインターネット技術の普及により，電子メールや電子掲示板，チャット，インス

タントメッセンジャなどがコミュニケーションツールとして一般的に利用されている．こ

れらのコンピュータを媒介としたコミュニケーション (CMC:Computer-Mediated 
Communication）では，ネットワークに繋ぐことが出来れば，地理的距離や文化の違いな

どを超えてコミュニケーションを取ることが出来る．CMC の主な情報伝達手段は文字で

あるので，中傷行為や非難などのフレーミング現象が起こりやすいとされている．その原

因は，文字情報では対面でのコミュニケーションにおける顔の表情や身体動作，言葉の抑

揚などの非言語メッセージによって，表現し伝達している感情や微妙なニュアンスを文字

のみで表現しなくてはならないので，感情の行き違いを招きやすいためとされている．そ

のため，文字情報だけでは伝達することが困難な感情や微妙なニュアンスを伝達する手段

として絵文字が利用されている． 
また，絵文字は意味するものの形状を使ってその意味概念を理解させる記号であり，障

害者生活支援や児童のための異文化コミュニケーションツールとしても活用されている

[1]．これらのコミュニケーションツールでは，文字情報に感情を付加するために利用する

だけではなく，意味概念を表す複数の絵文字を並べることで文章そのものを絵文字のみで

表現している．異文化コミュニケーションに絵文字を利用した場合，構文風と絵画風，物

語風の絵文字の並びが見られ，構文風の語順ではメッセージ作成者の母語により語順が異

なっていると報告されている[2]． 
ここで問題となるのが，オンラインコミュニケーションに絵文字を用いる場合に発信者

と受信者で絵文字の語順に関して同一の規則がなければ，伝えたい内容がうまく伝わらな

い可能性がある点である． 
本研究では絵文字のみで構成される絵文字メッセージの語順に着目した．語順の分析を

行うため，１）「絵文字メッセージの語順はメッセージ作成者の母語の語順に準じる」と

いう仮説を立て，メッセージ作成者の母語の語順と作成した絵文字メッセージの語順との

関連を，実験を通して明らかにする．また，２）絵文字メッセージ全般に関して，実験で

示す写真や絵文字選択肢が語順に及ぼす影響についても分析を行う．言語類型論では

Subject（主語）・Object（目的語）・Verb（述語／動詞）の 3 要素により分類され，世界

の言語の約 8 割を SVO 型，SOV 型が占めているとされている[3]．母語の影響を明らかに

するために，英語（SVO 型）と日本語（SOV 型）の 2 言語をそれぞれ母語とする被験者

を対象にオンライン絵文字実験を行う．実験は 1枚の写真と 8個の絵文字選択肢を提示し，

被験者が写真の状況を示す絵文字メッセージの作成を行う．これを 1 セットとし計 15 枚

の写真に対して同様の作業を行う．実験期間は 2009 年 11 月 1 日から 12 月 31 日までと

し，被験者数は英語を母語とする被験者はアメリカから 22 人，カナダから 4 人，イギリ

スから 2 人，オーストラリアから 1 人の計 29 人，日本語を母語とする被験者は 67 人であ

った．また，実験に利用する絵文字は PIC[4]を採用した． 
PIC とは，言語障害者支援のために作られた絵文字であり世界 20 数カ国で普及してい

る．PIC は言語障害者支援だけではなく学習支援ソフトや異文化コミュニケーションのた

めの絵文字としても利用されている．本研究においては，絵文字の意味が明確であること

と，国際的に利用されていることから PIC を採用している． 
被験者の母語の影響として，絵文字メッセージの語順は英語を母語とする被験者の約 
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29%が SVO 型の語順，日本語を母語とする被験者の約 24%が SOV 型の語順となってい

る．絵文字メッセージの先頭に S を省略したと考えられる VO 型と OV 型の割合を含むと，

英語を母語とする被験者は約 44%，日本語を母語とする被験者は約 32%が母語の語順通

りに絵文字メッセージの作成を行っている．複数個で構成されている絵文字メッセージの

先頭要素の分析を行ったところ，日本語を母語とする被験者と英語を母語とする被験者と

もに約 60%の割合で先頭が S であることがわかった．これは日本語と英語の語順がともに

S から始まっていることが影響していると考えられる．これらの結果より，絵文字メッセ

ージの語順はメッセージ作成者の母語の語順に準じることが言える． 
実験に使用した写真が語順に及ぼす影響として，写真の被写体の男女別に語順結果の分

析を行った．被写体の性別が男性の場合と比べ，女性の場合の方が SOV 型や SVO 型のよ

うに S が省略されていない語順の割合が高くなっている．これは，V を示す絵文字に含ま

れる人物を男性と捉えていることが原因ではないかと考えられる．V を示す絵文字の影響

はこれ以外にも出ており，母語の語順以外の割合が約半数を占める結果の中でも V のみの

回答が最も多く全体の約 18%を占めている．この理由として，V を示す絵文字に「主体・

行為・目的物」の 3 要素を含むものがあることが挙げられる．また，V のみの回答の他に

SO という語順がその他の語順の中で比較的高い割合を占めている．それぞれの母語別に

結果を見たとき，日本語を母語とする被験者では約 6%を占めているのに対して，英語を

母語とする被験者では約 11%と約 2 倍となっている．この結果からは，英語を母語とする

被験者の方が写真の状況を読み取る際に，被写体の動作ではなく写真に写っているものだ

けを選択し絵文字メッセージを作成する傾向が強いと言える． 
今後，語順に関する研究を行う際の改善点として，絵文字 1 つで表現できないように写

真情景や絵文字選択肢を選ぶ工夫をする必要がある．例えば，「行為・目的物」を含む絵

文字を利用するのであれば，提示する写真に含まれる目的物は絵文字に含まれる目的物と

異なるようにしておくことなどが挙げられる．展望として，分析対象に VSO 型の語順と

なるアラビア語などを含めて実験を行うことも望まれる． 
研究成果は，絵文字メッセージを用いたコミュニケーションツールの設計に応用するこ

とが出来る．例えば，利用者が日本人の場合は S を示す絵文字を選択すると，語順に従っ

て次の選択候補には O を示す絵文字が表示される機能の設計である．多様なメッセージの

作成を可能にするためには多くの絵文字選択肢が必要となるが，一度に多くの絵文字が表

示されると目的の絵文字を探すことが困難となる．そのため絵文字選択肢を絞り込み，表

示することで絵文字メッセージ作成の補助になると考える． 
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